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中総体が終了。各部の選手たちが西大村中と自分のよさを発揮してくれた。
さぁ、次の目標はこれだ！！

6月2３日（月）・2４日（火）、第1学期期末テスト
１年生にとっては、初めての定期テスト。全学年で全力を尽くしてほしい！！

【期末テスト日程】※給食ありで５・６校時カット。部活動もテスト終了日まで原則中止

１校時 ２校時 ３校時 ４校時

６月 １年生 国 語 数 学 保 体 総 合

２３日 ２年生 数 学 国 語 保 体 授 業

（月） ３年生 理 科 英 語 保 体 授 業

６月 １年生 英 語 社 会 理 科 避

２４日 ２年生 理 科 英 語 社 会 難 訓

（火） ３年生 国 語 社 会 数 学 練

皆さんには、一人一人が「自らの学び」について意識してほしい。
より多くの「できた」「わかった」「使える」を実感してほしい。
各学年ごとの先生方のアドバイスを受けながら、まずは計画的に学習を始めましょう。
自分自身の未来のために、「今を大切に！！」そのために、下記を意識してください。

◆生徒の皆さんに「身に付けてほしい力」について

現在は、２０３０年（５年後、皆さんはもう成人年齢を超えてる）の社会を想定して、さまざまな改革が
なされています。そして、その社会は、「予測困難な時代」や「厳しい挑戦の時代」などと言われてい
ます。
確かに、最近までは、「未知のウィルス」との戦いがありました。また、今後は、毎年のように発生する
豪雨や地震等の「自然災害」の発生。あるいは、「AIの進歩」などによる最先端技術との戦いが待
っているかもしれません。
そのような社会を生き抜いて行くために、国は下記の３つの観点を提示しています。

（１）生きて働く、知識・技能を習得すること。
（２）未知の状況にも対応できる、思考力・判断力・表現力を育成すること。
（３）学びを人生や社会に生かそうとする、学びに向かう力・人間性を養うこと。

そして、この３つの観点は、高校入試でも重視されるようになっています。特に（３）が重視される。
さらに本校では、これによりよい人間らしさの部分を加味して以下のように「育成したい資質・能力」
を設定しています。

① 基礎的な知識及び技能を習得している。心身を鍛え、礼儀正しいあいさつができる。
② 思考力・判断力・表現力を身に付けている。自分を律して決まりを守り、他者に優し
くできる。

③ 自分の夢や目標に向かって、主体的に学習に取り組み最後まで努力し、他者に感謝す
ることができる。

そして、それぞれを①「明朗な人」、②「期待される人」、③「感謝できる人」と表現して、
さまざまな角度から育成を図っているところです。
生徒の皆さんにも、ぜひ意識してほしいと思います。

「プライオン 思いを力に！」



知っておいてください。皆さんの高校受験はもう始まっていることを・・・。

中学校から入試の際に、受験する高校に送付する調査書の成績（＝内申点）は、各学年
ごとに確定した成績の合計点を計算します。
ちなみに、内申点の満点は、評定５×９教科×３か年＝１３５点という
ことになります。
ですから、１年生で確定した成績がそのまま高校へ、当然ながら２年生、
３年生で確定した成績がそのまま高校へ、皆さんの受験時に志望校へ調査書
として記載されて送付されるのです。
つまり、高校受験は３年生だけに限ったことではなく、１年生、２年生の

高校受験もすでに始まっているということになるのです。
どうか、このことを頭の片隅において頑張っていきましょう。

寓話から学んでみよう!! 第３弾！！

【『アリとキリギリス』というお話】
夏の日差しが、かんかん照りつける道を、一匹のアリが、大きなパンのかけらを背負って歩いてい

ました。すると、道端の草むらで、遊んでいたキリギリスが声をかけました。
「こんな暑い日に、何をしているんだい。」
「冬にそなえて、食べ物を家に、運んでいるんですよ。」

アリは答えると、忙しそうに、通り過ぎて行きました。
「この暑い日に、一生懸命働くなんて、ばかなやつだなあ。」
キリギリスは、アリをばかにして、笑いながら見送りました。
キリギリスは、昼は寝てばかり、夜になると、仲間の虫たちと音楽会を開いて、
楽器を弾いたり、踊ったり…。 そんなことをしながら、夏の間中、遊び暮らしていました。

やがて、夏が終わり、秋がやってきましたが、キリギリスはあいかわらず、働こうとしませんでした。
野原の草が枯れ、木の葉が散ってしまうと、北風と一緒に、冬が、駆け足でやってきました。
「寒い・・・。」
キリギリスは、枯れ草のかげで、震えていました。寒くて、歌をうたう、元気なんかありません。
キリギリスはお腹もすいていましたが、食べるものなど、どこにもありません。
「そうだ。アリさんに頼んでみよう。」
キリギリスは、アリが、夏の間中、せっせと食べ物を家に運んでいたことを、思い出し、さっそく、アリの
家を訪ねていきました。
「アリさん、お願いがあるんだけど。」
「どんなことでしょう。」
「少しでいいから、何か、食べ物を分けてもらえませんか。」
キリギリスは恥ずかしそうに言うと、アリは、「キリギリスさん。あなたは、夏の間、働いているわたしを
ばかにしていたではありませんか。悪いけど、お断りします。」 と答えました。
「そんなことを言わずに、何とか頼むよ。」
キリギリスは、アリに向かって手を合わせ、涙を流して、
「ごめんなさい。ぼくが、間違っていたんだ。」と、謝りました。
アリは、気の毒になり、食べ物のかけらをひとつもってきて、キリギリスに分けてやりました。
「アリさん、ありがとう。これからは、まじめに働くことにするよ。」
キリギリスは、何度もお礼を言いました。
いつのまにか、雪が降りはじめ、キリギリスは、食べ物のかけらをしっかり背負って、とぼとぼと、帰っ
て行きましたとさ・・・。さぁ、いったいどんな教訓を学ぶことができるでしょうか？

◆これも参考にしてみてください・・・

【カクテルパーティ効果】
「苦手な教科はなかなか覚えられないけれど、得意な教科や好きな歌の歌詞はすぐに覚えら
れる」という経験はありませんか？
脳の容量には限りがあるため、必要と判断した内容（興味がある内容）を優先して記憶す
る仕組みになっています。これがカクテルパーティ効果です。

〇得意でない科目を身に付けるには
カクテルパーティ効果を学習に応用するカギは、定着させたい学習内容を「脳にとって優
先度の高い情報」にすることです。得意でない科目にいきなり興味をもてと言われても難
しいですが、何度も繰り返し脳に情報を送ることで次第に脳内での優先度が上がります。
何度も反復学習することは、得意科目はもちろん苦手科目の勉強にも有効なのです。


